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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された空調システ
ムであって、
　前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能部品の状態あるいは冷
媒の状態に関する情報を検出するセンサと、
　前記センサに接続され、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情
報または前記センサ情報に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、
　前記近距離無線装置と通信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報ま
たは前記センサ情報に関する情報を受信する情報処理装置と
を備え、
　前記情報処理装置は、前記センサ情報または前記センサ情報に関する情報に基づいて、
前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与える前記機器もしくは前記機能部品が純
正品か否かを判定する判定部を備え、
　前記判定部は、前記機器、前記機能部品、または前記センサが交換された場合に、圧縮
機の回転数が一定の値に維持されている安定運転時における部品交換前後の前記センサ情
報を比較し、純正品の部品を用いた場合における特性のバラツキ以上のばらつきが前記比
較の結果に表れた場合に、交換された前記機器、前記機能部品、または前記センサを純正
品ではないと判定する空調システム。
【請求項２】
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　一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された空調システ
ムであって、
　前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能部品の状態あるいは冷
媒の状態に関する情報を検出するセンサと、
　前記センサに接続され、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情
報または前記センサ情報に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、
　前記近距離無線装置と通信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報ま
たは前記センサ情報に関する情報を受信する情報処理装置と
を備え、
　前記情報処理装置は、前記センサ情報または前記センサ情報に関する情報に基づいて、
前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与える前記機器もしくは前記機能部品が純
正品か否かを判定する判定部を備え、
　前記センサは、電磁弁の開閉情報を検出する弁開閉センサであり、
　前記近距離無線装置は、前記電磁弁の開閉情報を前記センサ情報として受信し、
　前記判定部は、所定期間内における前記電磁弁の開閉回数が、純正品の正常な開閉回数
よりも大きな値に設定された所定回転数以上である場合に、前記電磁弁が純正品でないと
判定する空調システム。
【請求項３】
　一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された空調システ
ムであって、
　前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能部品の状態あるいは冷
媒の状態に関する情報を検出するセンサと、
　前記センサに接続され、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情
報または前記センサ情報に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、
　前記近距離無線装置と通信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報ま
たは前記センサ情報に関する情報を受信する情報処理装置と
を備え、
　前記情報処理装置は、前記センサ情報または前記センサ情報に関する情報に基づいて、
前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与える前記機器もしくは前記機能部品が純
正品か否かを判定する判定部を備え、
　前記センサは、電磁弁の弁開度を検出する弁開度センサであり、
　前記近距離無線装置は、前記電磁弁の弁開度情報を前記センサ情報として受信し、
　前記判定部は、前記電磁弁を全閉状態から全開状態にするのに印加された累計パルス数
が純正品の累計パルス数よりも大きな値に設定された所定の閾値以上の場合に、前記電磁
弁が純正品でないと判定する空調システム。
【請求項４】
　一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された空調システ
ムであって、
　前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能部品の状態あるいは冷
媒の状態に関する情報を検出するセンサと、
　前記センサに接続され、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情
報または前記センサ情報に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、
　前記近距離無線装置と通信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報ま
たは前記センサ情報に関する情報を受信する情報処理装置と
を備え、
　前記情報処理装置は、前記センサ情報または前記センサ情報に関する情報に基づいて、
前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与える前記機器もしくは前記機能部品が純
正品か否かを判定する判定部を備え、
　前記センサは、圧縮機の吐出側温度を検出する吐出側温度センサまたは前記圧縮機の吸
入側温度を検出する吸入側温度センサであり、
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　前記近距離無線装置は、前記吐出側温度または前記吸入側温度を前記センサ情報として
受信し、
　前記判定部は、所定期間内において、前記吐出側温度が純正品の吐出側温度よりも高い
温度に設定された所定温度閾値を超えた回数が所定回数以上である場合、または、所定期
間内において、前記吸入側温度と吸入圧力飽和温度との差分が純正品における温度差より
も高い値に設定された所定温度閾値を超えた回数が所定回数以上である場合に、四方弁が
純正品でないと判定する空調システム。
【請求項５】
　前記情報処理装置は、空調全体を制御する空調制御装置である請求項１から請求項４の
いずれかに記載の空調システム。
【請求項６】
　前記情報処理装置は、保守点検を行う担当者によって携帯される携帯端末である請求項
１から請求項４のいずれかに記載の空調システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機では、構成要素である機器や部品に異常や故障が発生した場合、故障した機
器や部品を交換する必要がある。部品交換は、一般的には空調機メーカーにより行われる
が、費用を安く抑えたいユーザが自ら部品交換を行う場合がある。この際、純正品以外の
比較的安価な機器や部品が取り付けられるおそれがある。
【０００３】
　このような純正品でない機器や部品の使用を検出するために、例えば、部品情報等が格
納されたＲＦＩＤタグを正規品の機器や部品に取り付け、このＲＦＩＤタグの情報を読み
取ることにより、正規品か否かを判別することが提案されている（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２２４６７号公報
【特許文献２】特開２０００－８４２２７号公報
【特許文献３】特開２００４－６２６７５号公報
【特許文献４】特開２００４－９３６９３号公報
【特許文献５】特開２００７－１９３５１７号公報
【特許文献６】特開２０１０－２０１０２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ＲＦＩＤタグは取り外しが可能であるため、例えば、部品交換時に、純
正品に取り付けられていたＲＦＩＤタグを取り外し、純正品でない部品に張り付けること
が可能である。このような場合、単にＲＦＩＤタグからの情報を読み取るだけでは、純正
品か否かを正確に判別することができない。
　また、特許文献１では、ＲＦＩＤタグの取り外しを防止するために、ＲＦＩＤタグを埋
め込むことが提案されているが、この手法ではコスト増大を招く。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、純正品でない機器や部品に
対して、純正品に取り付けられていたＲＦＩＤタグ等が取り付けられる偽造がユーザ等に
よって行われた場合でも、純正品でない機器や部品の使用を検出することのできる空調シ
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ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された
空調システムであって、前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能
部品の状態あるいは冷媒の状態に関する情報を検出するセンサと、前記センサに接続され
、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情報または前記センサ情報
に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、前記近距離無線装置と通
信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報または前記センサ情報に関す
る情報を受信する情報処理装置とを備え、前記情報処理装置は、前記センサ情報または前
記センサ情報に関する情報に基づいて、前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与
える前記機器もしくは前記機能部品が純正品か否かを判定する判定部を備え、前記判定部
は、前記機器、前記機能部品、または前記センサが交換された場合に、圧縮機の回転数が
一定の値に維持されている安定運転時における部品交換前後の前記センサ情報を比較し、
純正品の部品を用いた場合における特性のバラツキ以上のばらつきが前記比較の結果に表
れた場合に、交換された前記機器、前記機能部品、または前記センサを純正品ではないと
判定する空調システムを提供する。
【０００８】
　上記空調システムによれば、室外機または室内機に設けられた機器の状態、機能部品の
状態、または冷媒の状態に関する情報がセンサによって検出される。このセンサと近距離
無線装置とは接続されており、近距離無線装置によって、センサ情報が受信される。近距
離無線装置は、受信したセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を情報処理装置に送信
する。情報処理装置は判定部を備えており、判定部によって、センサ情報またはセンサ情
報に関する情報に基づいて、このセンサ自体、またセンサ情報に影響を与える機器もしく
は機能部品が純正品か否かが判定される。また、部品が交換された場合に、その部品交換
の前後であって、圧縮機の回転数が一定の値に維持されている安定運転時におけるセンサ
値を比較し、その前後のセンサ値に、純正品の特性のバラツキよりも大きな差分が表れて
いた場合には、純正品以外の機器、部品、またはセンサが使用されていると判定される。
【００１１】
　本発明は、一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された
空調システムであって、前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能
部品の状態あるいは冷媒の状態に関する情報を検出するセンサと、前記センサに接続され
、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情報または前記センサ情報
に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、前記近距離無線装置と通
信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報または前記センサ情報に関す
る情報を受信する情報処理装置とを備え、前記情報処理装置は、前記センサ情報または前
記センサ情報に関する情報に基づいて、前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与
える前記機器もしくは前記機能部品が純正品か否かを判定する判定部を備え、前記センサ
は、電磁弁の開閉情報を検出する弁開閉センサであり、前記近距離無線装置は、前記電磁
弁の開閉情報をセンサ情報として受信し、前記判定部は、所定期間内における前記電磁弁
の開閉回数が、純正品の正常な開閉回数よりも大きな値に設定された所定回転数以上であ
る場合に、前記電磁弁が純正品でないと判定する空調システムを提供する。
【００１２】
　上記空調システムによれば、室外機または室内機に設けられた機器の状態、機能部品の
状態、または冷媒の状態に関する情報がセンサによって検出される。このセンサと近距離
無線装置とは接続されており、近距離無線装置によって、センサ情報が受信される。近距
離無線装置は、受信したセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を情報処理装置に送信
する。情報処理装置は判定部を備えており、判定部によって、センサ情報またはセンサ情
報に関する情報に基づいて、このセンサ自体、またセンサ情報に影響を与える機器もしく
は機能部品が純正品か否かが判定される。また、近距離無線装置は、弁開閉センサから電
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磁弁の開閉情報を受信し、このセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を判定部に送信
する。判定部では、所定期間内における前記電磁弁の開閉回数が、純正品の正常な開閉回
数よりも大きな値に設定された所定回数以上である場合に、電磁弁が純正品でないと判定
される。
【００１３】
　本発明は、一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された
空調システムであって、前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能
部品の状態あるいは冷媒の状態に関する情報を検出するセンサと、前記センサに接続され
、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情報または前記センサ情報
に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、前記近距離無線装置と通
信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報または前記センサ情報に関す
る情報を受信する情報処理装置とを備え、前記情報処理装置は、前記センサ情報または前
記センサ情報に関する情報に基づいて、前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与
える前記機器もしくは前記機能部品が純正品か否かを判定する判定部を備え、前記センサ
は、電磁弁の弁開度を検出する弁開度センサであり、前記近距離無線装置は、前記電磁弁
の弁開度情報を前記センサ情報として受信し、前記判定部は、前記電磁弁を全閉状態から
全開状態にするのに印加された累計パルス数が純正品の累計パルス数よりも大きな値に設
定された所定の閾値以上の場合に、前記電磁弁が純正品でないと判定する空調システムを
提供する。
【００１４】
　上記空調システムによれば、室外機または室内機に設けられた機器の状態、機能部品の
状態、または冷媒の状態に関する情報がセンサによって検出される。このセンサと近距離
無線装置とは接続されており、近距離無線装置によって、センサ情報が受信される。近距
離無線装置は、受信したセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を情報処理装置に送信
する。情報処理装置は判定部を備えており、判定部によって、センサ情報またはセンサ情
報に関する情報に基づいて、このセンサ自体、またセンサ情報に影響を与える機器もしく
は機能部品が純正品か否かが判定される。また、近距離無線装置は、弁開閉センサから電
磁弁の開閉情報を受信し、このセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を判定部に送信
する。判定部では、所定期間内における前記電磁弁の開閉回数が、純正品の正常な開閉回
数よりも大きな値に設定された所定回数以上である場合に、電磁弁が純正品でないと判定
される。
【００１５】
　本発明は、一台の室外機と、少なくとも一台の室内機とが共通の冷媒配管で接続された
空調システムであって、前記室外機または前記室内機に設けられた機器の状態または機能
部品の状態あるいは冷媒の状態に関する情報を検出するセンサと、前記センサに接続され
、接続された前記センサからセンサ情報を受信し、前記センサ情報または前記センサ情報
に関する情報を送信するアクティブタイプの近距離無線装置と、前記近距離無線装置と通
信可能に設けられ、前記近距離無線装置から前記センサ情報または前記センサ情報に関す
る情報を受信する情報処理装置とを備え、前記情報処理装置は、前記センサ情報または前
記センサ情報に関する情報に基づいて、前記センサ自体または前記センサ情報に影響を与
える前記機器もしくは前記機能部品が純正品か否かを判定する判定部を備え、前記センサ
は、圧縮機の吐出側温度を検出する吐出側温度センサまたは前記圧縮機の吸入側温度を検
出する吸入側温度センサであり、前記近距離無線装置は、前記吐出側温度または前記吸入
側温度を前記センサ情報として受信し、前記判定部は、所定期間内において、前記吐出側
温度が純正品の吐出側温度よりも高い温度に設定された所定温度閾値を超えた回数が所定
回数以上である場合、または、所定期間内において、前記吸入側温度と吸入圧力飽和温度
との差分が純正品における温度差よりも高い値に設定された所定温度閾値を超えた回数が
所定回数以上である場合に、四方弁が純正品でないと判定する空調システムを提供する。
【００１６】
　上記空調システムによれば、室外機または室内機に設けられた機器の状態、機能部品の
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状態、または冷媒の状態に関する情報がセンサによって検出される。このセンサと近距離
無線装置とは接続されており、近距離無線装置によって、センサ情報が受信される。近距
離無線装置は、受信したセンサ情報またはセンサ情報に関する情報を情報処理装置に送信
する。情報処理装置は判定部を備えており、判定部によって、センサ情報またはセンサ情
報に関する情報に基づいて、このセンサ自体、またセンサ情報に影響を与える機器もしく
は機能部品が純正品か否かが判定される。また、近距離無線装置は、吐出側温度センサか
ら吐出側温度または吸入側温度センサから吸入側温度を受信し、このセンサ情報またはセ
ンサ情報に関する情報を判定部に送信する。判定部では、所定期間内において、吐出側温
度が純正品の吐出側温度よりも高い温度に設定された所定温度閾値を超えた回数が所定回
数以上である場合、または、所定期間内において、吸入側温度と吸入圧力飽和温度との差
分が純正品における温度差よりも高い値に設定された所定温度閾値を超えた回数が所定回
数以上である場合に、四方弁が純正品でないと判定される。
 
【００１７】
　上記空調システムにおいて、前記情報処理装置は、例えば、空調全体を制御する空調制
御装置である。
【００１８】
　上記空調システムにおいて、前記情報処理装置は、例えば、保守点検を行う担当者によ
って携帯される携帯端末である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、純正品でない機器や部品に対して、純正品に取り付けられていたＲＦ
ＩＤタグ等が取り付けられる偽造がユーザ等によって行われた場合でも、純正品でない機
器や部品の使用を検出することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る冷媒系統について概略的に示した図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る空調システムの電気的構成図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るＲＦＩＤタグおよび空調制御装置によって実現される
機能を示した機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、本発明の一実施形態に係る空調システムについて、図面を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る空調システム１の冷媒系統について概略的に示した図である
。図１に示すように、空調システム１は、１台の室外機２と、室外機２と共通の冷媒配管
により接続される複数の室内機３ａ、３ｂとを備える。図１では、便宜上、１台の室外機
２に、２台の室内機３ａ、３ｂが接続されている構成を例示しているが、室外機の設置台
数及び室内機の接続台数については限定されない。
【００２２】
　室外機２は、冷媒を圧縮して送出する圧縮機１１、例えば、冷房時と暖房時とで冷媒の
循環方向を切り換える四方弁１２、冷媒と外気との間で熱交換を行う室外熱交換器１３、
室外ファン１５、冷媒の機液分離等を目的として圧縮機１１の吸入側配管Ｌ１に設けられ
たアキュムレータ１６、暖房用膨張弁１７等を主な構成として備えている。
【００２３】
　室内機３ａ、３ｂはそれぞれ、冷房用膨張弁３１、室内熱交換器３２、及び室内ファン
３３を主な構成として備えている。
【００２４】
　このような空調システム１において、冷房運転の場合には、室外機２から送出された冷
媒は、ヘッダ２２により室内機３ａ、３ｂに分岐して供給可能とされ、室内機３ａ、３ｂ
からの戻り冷媒はヘッダ２３において合流し、室外機２に供給可能とされている。また、
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暖房時においては、逆の冷媒流れとなる。
【００２５】
　また、室外機２は、アキュムレータ１６と圧縮機１１とを接続する吸入側配管Ｌ１に設
けられた接続点ａと室外熱交換器１３とヘッダ２２とを接続する冷媒配管Ｌ２に設けられ
た接続点ｂとをつなぐ液バイパス配管Ｌ３と、冷媒配管Ｌ２に設けられた接続点ｃと圧縮
機１１の吐出側配管Ｌ４に設けられた接続点ｄとをつなぐホットガスバイパス配管Ｌ５と
を備えている。液バイパス配管Ｌ３には液バイパス弁１８が、ホットガスバイパス配管Ｌ
５にはホットガスバイパス弁１９が設けられている。
【００２６】
　空調システム１には、室外機２及び個々の室内機３ａ、３ｂに設けられた機器の状態ま
たは機能部品の状態あるいは冷媒の状態に関する情報を検出する複数のセンサが設けられ
ている。本実施形態において、「機器」とは、空調システム１の機能を発揮させるために
室外機２または室内機３ａ、３ｂに設けられた機器をいい、例えば、圧縮機１１、室外熱
交換器１３、室外ファン１５、アキュムレータ１６、気液分離器（図示略）、室内熱交換
器３２、室内ファン３３等をいう。また、本実施形態において、「機能部品」とは、空調
システム１の機能を発揮させるために室外機２または室内機３ａ、３ｂに設けられた部品
をいい、例えば、四方弁１２、暖房用膨張弁１７、液バイパス弁１８、ホットガスバイパ
ス弁１９、冷房用膨張弁３１等の各種電磁弁等をいう。そして、複数のセンサの一例とし
て、空調システム１には、液バイパス弁１８の開閉を検出する弁開閉センサ（例えば、オ
ンオフスイッチ）４１、ホットガスバイパス弁１９の開閉を検出する弁開閉センサ（例え
ば、オンオフスイッチ）４２、暖房用膨張弁１７の弁開度を検出する弁開度センサ４３、
冷房用膨張弁３１の弁開度を検出する弁開度センサ４４、圧縮機１１の吐出側温度を計測
する吐出側温度センサ４５、圧縮機１１の吸入側温度を計測する吸入側温度センサ４６、
圧縮機の吐出側圧力を計測する吐出側圧力センサ４７、吸入側圧力を計測する吸入側圧力
センサ４８等が設けられている。
【００２７】
　図２は、本実施形態にかかる空調システムの電気的構成図を示した図、図３は、本実施
形態に係るＲＦＩＤタグ５（以下、全てのＲＦＩＤタグを示すときは単に符号「５」を付
し、各ＲＦＩＤタグを示すときは符号「５ａ」、「５ｂ」等を付す。）の概略構成を示し
た図である。
【００２８】
　図２に示すように、各種センサ４１～４８には、ＲＦＩＤタグ（近距離無線装置）５が
それぞれ接続されている。なお、本実施形態では、センサ４１～４８とＲＦＩＤタグ５と
が一対一で接続されている場合について説明するが、この態様に限定されない。例えば、
ＲＦＩＤタグ５は、複数のセンサに対応して１つ設けられていてもよいし、あるいは、室
外機２、室内機３ａ、３ｂにそれぞれ１つずつ設けられていてもよい。
【００２９】
　図２に示すように、例えば、弁開閉センサ４１、弁開閉センサ４２、弁開度センサ４３
、弁開度センサ４４、吐出側温度センサ４５、吸入側温度センサ４６及び吸入側圧力セン
サ４８（図２において図示略）、並びに吐出側圧力センサ４７にそれぞれ対応してＲＦＩ
Ｄタグ５ａ～５ｆがそれぞれ設けられている。
　ＲＦＩＤタグ５は、図３に示すように、通信モジュール（無線通信部）５１、電源制御
回路５２、及び制御部５３を備えている。ＲＦＩＤタグ５は、例えば、アクティブタグタ
イプであり、通信モジュール５１を介して無線で空調制御装置（情報処理装置）６と情報
の授受を行う。無線の電波の周波数の一例として、１３５ｋＨｚ帯、１３．５６ＭＨｚ帯
、８００ＭＨｚ帯、１．５ＧＨｚ帯、１．９ＧＨｚ帯、２．４５ＧＨｚ帯、５．８ＧＨｚ
帯、及びＵＨＦ帯等が挙げられる。また、無線通信可能な距離は、数ｃｍから数十ｍ程度
である。途中に中継装置を置くことにより、途中に通信を阻害するような遮蔽物がある場
合でも通信が可能となり、また、数十ｍ以上の長い距離の通信も実現することが可能であ
る。
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【００３０】
　電源制御回路５２は、例えば、空調システム１内の電源から供給される電力を適切な電
圧等に変換して通信モジュール５１や制御部５３に供給する。
　制御部５３は、センサ情報取得部５５、記憶部５６、及び異常検出部５７を備えている
。センサ情報取得部５５は、例えば、有線で接続されているセンサからセンサ情報を受信
する。記憶部５６には、接続されているセンサに関する情報や異常検出部５７が判定に用
いる各種条件や閾値などが格納されている。異常検出部５７は、受信したセンサ情報に基
づいて異常判定を行い、異常であると判定した場合に異常信号を通信モジュール５１を介
して空調制御装置６に送信する。
【００３１】
　空調制御装置６は、空調システム１の運転制御を統括して行うものであり、例えば、Ｃ
ＰＵ、メインメモリ、各種プログラムが格納される補助記憶装置等を備えている。補助記
憶装置は、コンピュータ読取可能な記録媒体であり、例えば、磁気ディスク、光磁気ディ
スク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、半導体メモリ等である。この補助記憶装置には、
各種プログラムが格納されており、ＣＰＵが補助記憶装置からメインメモリにプログラム
を読み出し、実行することにより暖房運転、冷房運転、除霜運転等を実現する。更に、空
調制御装置６は、例えば、圧縮機１１の回転数制御、室外ファン１５の回転数制御、暖房
用膨張弁１７の弁開度制御、室内ファン３３の回転数制御、及び冷房用膨張弁３１の弁開
度制御等を行うほか、ＲＦＩＤタグ５（５ａ～５ｇ）から受信した異常信号に基づいて純
正品でない部品等を判別する純正品判定制御を行う。
【００３２】
　空調制御装置６は、例えば、純正品判別制御に関する構成として、判定部６１、記憶部
６２、報知部６３を備えている。判定部６１は、ＲＦＩＤタグ５から異常信号を受信した
場合に、受信した異常信号に基づいて純正品でない部品を判別する。記憶部６２は、ＲＦ
ＩＤタグ５から受信した異常情報や判定部６１の判別結果等を蓄積する。報知部６３は、
判定部６１によって純正品ではないと判断された場合に、その旨を空調機メーカー側に通
知する。報知部６３は、例えば、空調システム１を遠隔監視している遠隔監視装置に対し
て純正品ではない部品等が使用されていることを示す情報を送信する通信装置等によって
構成される。
【００３３】
　次に、本実施形態にかかる純正品判別機能について図２及び図３を参照して詳細に説明
する。
　ＲＦＩＤタグ５ａは、弁開閉センサ４１から液バイパス弁１８の開閉に関する情報を取
得する。例えば、液バイパス弁１８が開の場合にオン信号（デジタル信号の「１」）が、
閉の場合にオフ信号（デジタル信号の「０」）が入力される。このセンサ情報は、センサ
情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常検出部５７は、記憶部５６に
格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出する。具体的には、所定の期間
内に液バイパス弁１８の開閉回数が純正品の正常な開閉回数よりも大きな値に設定された
所定回数以上である場合に、例えば、液バイパス弁１８の開閉が１時間に１０回以上行わ
れた場合に、異常と判定する。異常検出部５７によって異常が検出された場合、通信モジ
ュール５１を介して異常信号Ｓ１が空調制御装置６に送信される。空調制御装置６におい
て、異常信号Ｓ１は判定部６１に入力される。判定部６１は、異常信号Ｓ１を受信すると
、液バイパス弁１８が純正品でないと判定し、その判定結果を報知部６３に出力する。こ
れにより、報知部６３によって液バイパス弁１８が純正品でないことが空調機メーカー側
に通知される。また、判定部６１による判定結果およびＲＦＩＤタグ５ａから受信した情
報は、記憶部６２に格納され、今後の解析等に役立てられる。
【００３４】
　ＲＦＩＤタグ５ｂは、弁開閉センサ４２からホットガスバイパス弁１９の開閉に関する
情報を取得する。例えば、ホットガスバイパス弁１９が開の場合にオン信号（デジタル信
号の「１」）が、閉の場合にオフ信号（デジタル信号の「０」）が入力される。このセン
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サ情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常検出部５７
は、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出する。具体的
には、所定の期間内にホットガスバイパス弁１９の開閉回数が純正品の正常な開閉回数よ
りも大きな値に設定された所定回数以上である場合に、例えば、ホットガスバイパス弁１
９の開閉が１時間に１０回以上行われた場合に、異常と判定する。異常検出部５７によっ
て異常が検出された場合、通信モジュール５１を介して異常信号Ｓ２が空調制御装置６に
送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ２は判定部６１に入力される。判定部
６１は、異常信号Ｓ２を受信すると、ホットガスバイパス弁１９が純正品でないと判定し
、その判定結果を報知部６３に出力する。これにより、報知部６３によってホットガスバ
イパス弁１９が純正品でないことが空調機メーカー側に通知される。また、判定部６１に
よる判定結果およびＲＦＩＤタグ５ｂから受信した情報は、記憶部６２に格納され、今後
の解析等に役立てられる。
【００３５】
　ＲＦＩＤタグ５ｃは、弁開度センサ４３から暖房用膨張弁１７の弁開度情報を取得する
。このセンサ情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常
検出部５７は、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出す
る。具体的には、暖房用膨張弁１７を全閉状態から全開状態とするのに印加された累計パ
ルス数が純正品の正常値よりも大きな値に設定された所定の閾値（例えば、１００パルス
以上５００パルス以下の間で任意に決定された値）よりも大きい場合に、異常と判定する
。異常検出部５７によって異常が検出された場合、通信モジュール５１を介して異常信号
Ｓ３が空調制御装置６に送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ３は判定部６
１に入力される。判定部６１は、異常信号Ｓ３を受信すると、暖房用膨張弁１７が純正品
でないと判定し、その判定結果を報知部６３に出力する。これにより、報知部６３によっ
て暖房用膨張弁１７が純正品でないことが空調機メーカー側に通知される。また、判定部
６１による判定結果およびＲＦＩＤタグ５ｃから受信した情報は、記憶部６２に格納され
、今後の解析等に役立てられる。
　なお、本実施形態では、弁開度に基づいて異常か否かを判定したが、これに代えて、暖
房用膨張弁１７に影響を及ぼす箇所の温度、例えば、熱交換器温度や吸い込み温度に基づ
いて異常を判定することとしてもよい。
【００３６】
　ＲＦＩＤタグ５ｄは、弁開度センサ４４から冷房用膨張弁３１の弁開度情報を取得する
。このセンサ情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常
検出部５７は、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出す
る。具体的には、冷房用膨張弁３１を全閉状態から全開状態とするのに印加された累計パ
ルス数が純正品の正常値よりも大きな値に設定された所定の閾値（例えば、１００パルス
以上５００パルス以下の間で任意に決定された値）よりも大きい場合に、異常と判定する
。異常検出部５７によって異常が検出された場合、通信モジュール５１を介して異常信号
Ｓ４が空調制御装置６に送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ４は判定部６
１に入力される。判定部６１は、異常信号Ｓ４を受信すると、冷房用膨張弁３１が純正品
でないと判定し、その判定結果を報知部６３に出力する。これにより、報知部６３によっ
て冷房用膨張弁３１が純正品でないことが空調機メーカー側に通知される。また、判定部
６１による判定結果およびＲＦＩＤタグ５ｄから受信した情報は、記憶部６２に格納され
、今後の解析等に役立てられる。
【００３７】
　ＲＦＩＤタグ５ｅは、吐出側温度センサ４５から圧縮機１１の吐出側温度を取得する。
このセンサ情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常検
出部５７は、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出する
。具体的には、所定の期間内に、吐出側温度が純正品の正常値よりも大きな値に設定され
た所定の閾値を超えた回数が所定回数以上である場合、例えば、５分間隔で吐出側温度を
検出した場合において、吐出側温度が１００℃を超えた回数が１時間に１０回以上カウン
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トされた場合に、異常と判定する。異常検出部５７によって異常が検出された場合、通信
モジュール５１を介して異常信号Ｓ５が空調制御装置６に送信される。
　空調制御装置６において、異常信号Ｓ５は判定部６１に入力される。判定部６１は、異
常信号Ｓ５を受信すると、四方弁１２が純正品でないと判定し、その判定結果を報知部６
３に出力する。これにより、報知部６３によって四方弁１２が純正品でないことが空調機
メーカー側に通知される。また、判定部６１による判定結果およびＲＦＩＤタグ５ｅから
受信した情報は、記憶部６２に格納され、今後の解析等に役立てられる。
【００３８】
　ＲＦＩＤタグ５ｆは、吸入側温度センサ４６から圧縮機１１の吸入側温度を取得すると
ともに、吸入側圧力センサ４８から圧縮機１１の吸入側圧力を取得する。これらのセンサ
情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常検出部５７は
、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出する。具体的に
は、所定の期間内に吸入側温度と吸入圧力飽和温度（吸入側圧力から換算される値）との
差分が純正品の正常値よりも小さい値に設定された所定の閾値以下である回数が所定回数
以上である場合、例えば、５分間隔で吸入側温度を検出した場合において、吸入側温度と
吸入圧力飽和温度との差分が５℃を下回った回数が１時間に１０回以上カウントされた場
合に、異常と判定する。
　異常検出部５７によって異常が検出された場合、通信モジュール５１を介して異常信号
Ｓ６が空調制御装置６に送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ６は判定部６
１に入力される。判定部６１は、異常信号Ｓ６を受信すると、四方弁１２が純正品でない
と判定し、その判定結果を報知部６３に出力する。これにより、報知部６３によって四方
弁１２が純正品でないことが空調機メーカー側に通知される。また、判定部６１による判
定結果およびＲＦＩＤタグ５ｆから受信した情報は、記憶部６２に格納され、今後の解析
等に役立てられる。
【００３９】
　ＲＦＩＤタグ５ｇは、吐出側圧力センサ４７から圧縮機１１の吐出側圧力を取得する。
このセンサ情報は、センサ情報取得部５５を介して異常検出部５７に入力される。異常検
出部５７は、記憶部５６に格納されている条件に基づいてセンサ情報から異常を検出する
。具体的には、安定運転時における吐出側圧力センサの交換前後のセンサ値の差分が正常
値よりも大きな値に設定された所定の閾値以上である場合に、異常と判定する。異常検出
部５７によって異常が検出された場合、通信モジュール５１を介して異常信号Ｓ７が空調
制御装置６に送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ７は判定部６１に入力さ
れる。判定部６１は、異常信号Ｓ７を受信すると、吐出側圧力センサ４７が純正品でない
と判定し、その判定結果を報知部６３に出力する。これにより、報知部６３によって吐出
側圧力センサ４７が純正品でないことが空調機メーカー側に通知される。また、判定部６
１による判定結果およびＲＦＩＤタグ５ｇから受信した情報は、記憶部６２に格納され、
今後の解析等に役立てられる。なお、吐出側圧力に代えて、あるいは、加えて、吸入側圧
力を検出することとし、この吸入側圧力についても同様の判定を行うことで、吸入側圧力
を検出する吸入側圧力センサについても同様の判定を行うこととしてもよい。
【００４０】
　上述のように、空調システム１においては、各ＲＦＩＤタグ５ａ～５ｇは、対応する各
センサ４１～４８からセンサ情報取得部５５がセンサ情報をそれぞれ取得し、異常検出部
５７がこれらセンサ情報と記憶部５６に格納されている各種条件に基づいて異常を検出す
る。この結果、異常が検出された場合には、異常信号Ｓ１～Ｓ７が通信モジュール５１を
介して空調制御装置６に送信される。空調制御装置６において、異常信号Ｓ１～Ｓ７は判
定部６１に入力され、その異常信号Ｓ１～Ｓ７に応じて純正品であるか否かが判定される
。そして、純正品でないと判定された場合には、その旨の情報が報知部６３に出力され、
純正品でないと判定された機器、機能部品、またはセンサの情報が空調機メーカーへ送信
されることとなる。
【００４１】
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　以上説明したように、本実施形態に係る空調システム１によれば、空調システム１内に
設けられている少なくとも１つのセンサ４１～４８からセンサ情報を受信するＲＦＩＤタ
グ５を設け、例えば、センサ値が純正品の正常値よりも大きな値に設定された所定の閾値
以上である場合、または、部品交換前後の安定運転時におけるセンサ値の差分が純正品の
部品特性のバラツキ以上の値を示した場合に、ＲＦＩＤタグ５から空調制御装置６に異常
信号Ｓ１～Ｓ７が送信される。
【００４２】
　空調制御装置６は、異常信号Ｓ１～Ｓ６を受信すると、受信した異常信号Ｓ１～Ｓ６に
応じて、純正品でない機器、機能部品、センサを判別する。そして、純正品でないと判定
した機器、機能部品、またはセンサの情報を報知部６３を介して空調機メーカー側に通知
する。これにより、空調機メーカー側では、純正品でない部品が使用されていることを容
易に把握することが可能となる。
　このように、本実施形態に係る空調システム１によれば、単にＲＦＩＤタグ５に格納さ
れている識別情報等に基づいて純正品か否かを判定するのではなく、空調システム１内に
配置されたセンサ４１～４８によって検出されたセンサ値を解析することにより、各電磁
弁の作動や冷媒の状態に異常が発生しているか否かを判定し、この判定結果に基づいて純
正品以外の部品が使用されているか否かを判定する。したがって、ユーザによって純正品
ではない部品等に対して純正品に取り付けられていたＲＦＩＤタグが取り付けられる偽造
が行われたとしても、純正品でない部品が使用されていることを検知することができる。
【００４３】
　なお、上述した本実施形態では、ＲＦＩＤタグ５は、異常信号Ｓ１～Ｓ７を空調制御装
置６に送信することとしたが、これに代えて、ＲＦＩＤタグ５から各種センサ４１～４８
から受信したセンサ情報を空調制御装置６に送信することとしてもよい。この場合、空調
制御装置６に、異常検出部５７の機能を設け、空調制御装置６において、異常を検出し、
この異常検出結果に基づいて判定部６１が純正品か否かを判定する。
【００４４】
　また、本実施形態では、ＲＦＩＤタグ５から空調制御装置６にセンサ情報に基づく異常
信号を送信し、空調制御装置６が純正品か否かを判定することとしたが、これに代えて、
例えば、空調機メーカーの保守点検を行う担当者が携帯する携帯情報端末（例えば、ノー
トＰＣ等）にＲＦＩＤタグ５から上述の各種情報を送信することとしてもよい。また、こ
の場合、判定部６１によって純正品ではない部品等が検出された場合には、その旨の情報
を液晶表示画面等に表示することで、空調機メーカーの担当者に通知することとしてもよ
い。この場合、報知部６３は、視覚により通知する液晶表示画面やＬＥＤランプ、あるい
は、聴覚により通知するスピーカ等によって構成される。
【００４５】
　本発明は、上述の実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲において、例えば、上述した各実施形態を部分的または全体的に組み合わせる等して、
種々変形実施が可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１　空調システム
２　室外機
３ａ、３ｂ　室内機
５、５ａ～５ｇ　ＲＦＩＤタグ
６　空調制御装置
１１　圧縮機
１２　四方弁
１３　室外熱交換器
１５　室外ファン
１６　アキュムレータ
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１７　暖房用膨張弁
１８　液バイパス弁
１９　ホットガスバイパス弁
３１　冷房用膨張弁
３２　室内熱交換器
３３　室内ファン
４１、４２　弁開閉センサ
４３、４４　弁開度センサ
４５　吐出側温度センサ
４６　吸入側温度センサ
４７　吐出側圧力センサ
４８　吸入側圧力センサ
５１　通信モジュール
５２　電源制御回路
５３　制御部
５５　センサ情報取得部
５６　記憶部
５７　異常検出部
６１　判定部
６２　記憶部
６３　報知部
Ｌ１　吸入側配管
Ｌ２　冷媒配管
Ｌ３　液バイパス配管
Ｌ４　吐出側配管
Ｌ５　ホットガスバイパス配管
Ｓ１～Ｓ７　異常信号
 



(13) JP 6584980 B2 2019.10.2

【図１】 【図２】

【図３】



(14) JP 6584980 B2 2019.10.2

10

フロントページの続き

(72)発明者  塩谷　篤
            東京都港区港南二丁目１６番５号　三菱重工業株式会社内

    審査官  田中　一正

(56)参考文献  特開２０１２－０２１６９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２７３１９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０２５２３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２８３９９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１４１２７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１６９９８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１４２７５６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｆ　　１１／５４　　　　
              Ｇ０６Ｋ　　１９／０７　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

